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＜活動報告書＞ ＜活動状況写真＞

【写真1】

【写真2】

【写真3】

〇大型モニターを用いた実習手
順等の説明

→大型モニターの使用により生
徒全員に、実習手順や使用器具
の解説など一斉に説明できるよ
うになった。
→鮮明な画面で表示できるいた
め安全教育の精度が上がった。

〇木材加工の詳細な様子を提示

→大型モニターに木材加工の詳
細な様子を写し出すことで、よ
り少ない例示の回数でできるよ
うになった生徒が増えた。

〇屋外実習における実習手順の
提示

→従来の屋外実習は、時間をか
けて屋内の教室で説明していた
ため、屋外での実習時間を十分
に確保することができなかっ
た。しかし、大型モニターを用
いたことによって、説明と生徒
による実習を同時並行で行うこ
とで、十分に実習時間をとるこ
とができるようになった。

（状況説明）

（状況説明）

（状況説明）

⑥活動説明動画
の有無

なし

⑦活動費用合計
※シート②の「2.実績

額」の「①事業に要する
費用」の合計がリンク

③申請テーマ 大型モニター導入による実習科目の技術向上の取り組み

④活動期間 ２０２５年　４月　　～　　２０２６年　３月

⑤活動内容
を記載

※原則「活動説明動
画」の提出をお願い

します。
「活動説明動画」を
提出していただいた
場合は記載不要で

す。

1. 目的、背景と課題
＜目的＞木材加工や製図などの実習において大型モニターを活用し、視覚的な情報伝
達の向上と効率化を図ることで、生徒の技術を向上させる。
＜背景と課題＞
　視認性の不足、効率性の低下、情報の不徹底
2. 具体的な活動内容
• ICT機器の整備： 実習室に高精細な大型モニターを導入し、周辺機器を整備した。
• デジタル教材の活用： 教員の実演映像、3Dモデル、設計図、および動画教材を大
画面で鮮明に提示した。
• 情報の共有化： 手順書や安全上の注意をモニターに常時表示し、屋外実習（測量
等）の事前シミュレーションにも活用した。
3. 活動の成果と評価
• 生徒の反応：「説明が非常にわかりやすくなった」「加工の具体的な手順が明確に
なった」
• 教員の評価： 指示や作業方法の提示がスムーズになり、明るい環境を維持したまま
実習できるため、安全性の向上を実感した（会話履歴より）。
• 効率化の実現： デジタル教材化により実習準備時間が短縮され、実技に充てる時間
を増加させることができた。
4. 今後の展望
• 本取り組みで得られた知見を校内の他の実習科目へも展開する。
• 校内研究発表等を通じて成果を共有し、実習のDX化をさらに推進することで、教
育全体の質の向上に努める

円256,390

※原則「活動説明動画」の提出をお願いします。
　「活動説明動画」を提出していただいた場合は「活動状況写真
　の貼付、状況説明の記載」は不要です。
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